
 

第 1 回中部日本ハンドセラピィ研究会 

（併催：第 30回中部日本手外科研究会） 

 

 

会期：平成 25年 2月 2日（土） 

会場：奈良県新公会堂 

会費：5000円 

テーマ：外傷手に対するセラピィ 

 

9：00～10：20 

Ⅰ.シンポジウム 

「外傷手のセラピィ―急性期の重要性―」 

座長 吉村整形外科医院 中山幸保 OTR  

京都武田病院   内座保弘 OTR 

15分×4演題＋ディスカッション 20分  80分 

 

1. 肩関節のセラピィ           京都府立医科大学附属病院 小森隆一 OTR 

2. 肘関節のセラピィ           行岡病院         岩槻 厚 OTR 

3. 手関節のセラピィ           葛城病院         藤目智博 OTR 

4. 手指のセラピィ            大阪医専         渡邊政男 OTR 

 

 

10：30～12：00 

Ⅱ.パネルディスカッション 

「外傷手に対するスプリント療法（セラピィも含めて）」 

座長 中部大学 岡野昭夫 OTR 

   金沢大学 西村誠次 OTR 

15分×5演題＋ディスカッション 20分  95分 

 

1. 骨折手に対するスプリント療法      中日病院         茶木正樹OTR 

2. 手指腱損傷に対するスプリント療法    聖隷浜松病院       原田康江OTR 

3. 末梢神経損傷に対するスプリント療法   鈴鹿回生病院       佐藤明俊OTR 

4. 熱傷手に対するスプリント療法      社会保険 中京病院     山本紀子OTR 

5. 多発外傷手に対するスプリント療法    名古屋掖済生会病院    桂 理 OTR 

  



13：05～14：15 

Ⅲ.講演 

「スプリント療法の原理」 

新潟医療福祉大学 大山峰生先生 

座長 もり整形外科・リウマチ科クリニック 西出義明 OTR  

 

スプリント作製方法のディベート：直接法 VS 型紙法 

座長 新潟医療福祉大学 大山峰生 OTR 

直接法によるスプリント作製              大阪医科大学病院 蓬莱谷耕士 OTR 

型紙法によるスプリント作製 もり整形外科・リウマチ科クリニック 西出義明 OTR 

 

14:20～ 

一般演題(症例報告) 

手の外傷に関連した症例報告（公募） 

医師、ハンドセラピスト合同セッション 

 

17:00～ 

イブニングセミナー 

「手指骨折の治療－保存療法の適応と最小侵襲手術－」 

東邦大学医療センター大橋病院整形外科 准教授 池上博泰先生 

  

一般演題（手の外傷に関連した症例報告：医師とハンドセラピスト合同セッション）を公募しま

す。※全ての演題内容は ISSN等に登録しないので、過去に発表済みのものでも可能です。 

演題名・所属・演者名（発表者のみフリガナをお書きください。） 

【目的】【方法】【結果】【考察】の順に本文 600字で抄録作製してください（Wordファイル）。

下記研究会メールアドレスまでお送りください。 

E-mail: chubu_hand_therapy@live.jp 

演題受付期間：2012年 10月 20日（土）～11月 12日（月） 

 

 

連絡先 

第 1回中部日本ハンドセラピィ研究会 代表世話人 

もり整形外科・リウマチ科クリニック 西出義明 

事務局 

〒596-0825 大阪府岸和田市土生町二丁目 33-1 

医療法人大植会 葛城病院 リハビリテーション部  藤目智博 

Tel：072-422-9909 Mail：chubu_hand_therapy@live.jp 


